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第8回 躯体工事
型枠工事

建築学科 平岩 陸



2

各種構造

・木造

・鉄筋コンクリート造：RC造

・鉄骨造：S造

・鉄骨鉄筋コンクリート造：SRC造
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鉄筋コンクリート造
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鉄骨造
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鉄骨鉄筋コンクリート造
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鉄筋コンクリート造の工事の流れ

・コンクリート工事
：コンクリートを打設する

・型枠工事
：コンクリートの型枠を作成する

・鉄筋工事
：鉄筋を配置する（配筋）
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型枠工事

型枠を作成する工事

型枠の役割：
・コンクリートの鋳型
・コンクリートが自立するまで保持

重要な点
・正確な位置に
・荷重によって変形しない強度があるか
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型枠工事全景

支保工
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型枠工事の用語

せき板

フォームタイ

セパレータ

スペーサ

Pコン
支保工
：型枠を支える

丸パイプ
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コンクリート表面

穴の痕

型枠の継ぎ目
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コンクリート表面の穴の痕

セパレータのPコンによるもの

片面仕上げ
片面打放し用

両面仕上げ用 両面打放し
仕上げ用

取り外した跡
→この後にモルタルで補修
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型枠工事の流れ

・型枠施工図の作成
・型枠強度計算確認
・型枠の事前加工

・型枠組立て･締付け
・型枠検査

工事前

工事当日

組立て図
支保工計画
割付け図
転用計画

コンクリート打設後、存置期間を経て脱型
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型枠施工図

せき板・セパレータの割付け
支保工の配置

せき板の割付けの例
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型枠施工図

転用計画の例

型枠の転用計画：コストに大きく影響する
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型枠強度の確保

型枠が破壊しないように強度を確保

・鉛直荷重：固定荷重・積載荷重
・水平荷重：鉛直荷重の数％で計算
・コンクリートによる側圧

：スランプが大きいと大きい
締固めを与えると大きい
コンクリートが重いと大きい
打設が早いと大きい
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型枠強度の確保

コンクリートによる側圧の計算の例

コンクリート打設

せき板

コンクリートの硬化を考慮

最大側圧
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型枠強度の確保

コンクリート打設

せき板

液圧のみで考慮する場合：

コンクリートの状態によって、側圧が異なる

最大側圧
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型枠の存置期間

せき板（基礎、梁側面、柱、壁）
：セメントや気温によって存置期間あり
または、圧縮強度5N/mm2以上で取外し可能

支保工（スラブ下、梁下）
：設計基準強度の100％以上の圧縮強度を
確認後、取外し
→その後、その部分のせき板も取り外す

型枠はコンクリートの養生に有効
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特殊な型枠

・打放し型枠

・プレキャストコンクリート型枠

・デッキプレート型枠

・仕上げ材打込み型枠

・ラス型枠
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打放し型枠

コンクリート表面がそのまま仕上げになる
コンクリート表面の精度確保がシビア
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プレキャストコンクリート型枠

プレキャストコンクリート
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プレキャストコンクリート型枠

工場生産のコンクリート
（プレキャストコンクリート）を型枠にする

RC ハーフPC （フルPC）

コンクリート打設

せき板 PC板
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デッキプレート型枠

床スラブの型枠に鋼製のデッキプレートを使用

デッキプレート

この上に配筋の後
コンクリート打設
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仕上げ材打込み型枠

仕上げ材を設置した型枠を使用
→仕上げ材とコンクリートが一体化しやすい

仕上げ材
張り付け

通常の仕上げ

コンクリート打設

せき板

仕上げ材打込み型枠
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ラス型枠

ラス（鋼製網）をせき板として使用
→表面が粗くなるので、地中などに使用
もしくは捨て型枠として脱型しないで使用
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施工7

型枠工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．はり下のせき板は、支保工を取り外した後に、取り外した。

２．柱･壁のせき板は、コンクリートの圧縮強度が5N/mm2以上に
達したことを確認した後に、取り外した。

３．スラブ下の支保工は、コンクリートの圧縮強度が、設計基
準強度の85％以上に達したことを確認した後に、取り外し
た。

４．せき板を取り外した後に、コンクリートの湿潤養生を所定
の材齢まで行った。

５．型枠にかかるコンクリートの側圧が、過大にならないよう
にするため、コンクリートの打込み速さを考慮した


